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レトルト耐性を持ち長期保存可能な
白玉の開発

缶入り飲料の白玉入りお汁粉は，レトルト殺菌や経時によ
る白玉の煮溶けや食感および結着などの問題点があり，商
品化は難しいとされていたが，大和製罐㈱がレトルト耐性
を持ち長期保存可能な白玉を開発した．これにより缶入り
飲料製品の生産や品質安定化が期待され，今後は麺類や地
方特産品などへの技術活用を目指し，缶入り飲料のカテゴ
リー拡大へ取り組んでいる．本稿では，白玉入りお汁粉缶
の開発について紹介する．
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果実缶詰の供給・市場動向 Ⅰ

果実缶詰の主要品目にスポットを当てて，その歴史や今日
までの供給・市場動向について解説する．果実缶詰の供給
量は，1995年に国産12.6万トン（529億円），輸入33.7万
トン（348億円）と史上最多となり，総供給量に占める輸
入比率は72.8％（金額39.8％）に達した．2023年には国産
4.2万トン（176億円），輸入22.7万トン（682億円）で総
供給量が29.7万トン（824億円）で数量は減少しているが
輸入価格は円安により上昇している．前編の本稿では，
「みかん」「パインアップル」について解説する．
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